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炭素鋼の腐食挙動には水の流動や気液環境が交番する条件が影響を与える。そのような条件を模擬するた

め、鋼材試験片を希釈海水中及び微量酸素を含む窒素ガス中を交互に出入りさせる回転腐食試験を実施した。

その結果、腐食減量は気液相を出入りする回転（相対流速：約 0.02 m/s）により約 3倍に増加した。 
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1. 緒言 

 東京電力(株)福島第一原子力発電所の原子炉格納容器には冷却水が循環注入されている。そのため容器構造

材である炭素鋼の海水成分を含む水による腐食挙動を検討する必要がある。前報[1]では、鋼材試験片の腐食

速度が希釈海水中と大気中を出入りする回転により常時水中で回転する場合に比べ増大することを報告した。

現在、事故炉の格納容器内には水素爆発防止・鋼材腐食抑制のため窒素ガスが注入されているが、窒素中の

残存酸素が鋼材腐食に影響し、また格納容器壁面の水面付近は気液相に交互に晒されている。このため、鋼

材試験片を微量酸素を含む窒素中と希釈人工海水中を交互に出入りさせる回転腐食試験を実施した。 

2. 実験方法 

格納容器用炭素鋼(SGV480)を 40x10x2 mmの短冊型試験片とし表面を#1200エメリー紙仕上げの後、200倍

希釈人工海水(塩化物イオン濃度約 100 ppm)中において 30℃で 500時間の試験を実施した。試験槽内の気相

部は純窒素または酸素 1.6%, 5.2%を含む窒素雰囲気（対応する水

中溶存酸素濃度は 0, 0.6, 1.8 ppm）とした。回転軸に取り付けたア

クリル製試験片治具(40x40x10mm)に試験片を樹脂製ネジで固定し

て、試験片が常時水中で回転する全浸漬回転、気液相を出入りす

る交番浸漬回転及び回転させずに水中に静置する全浸漬非回転の

３条件で試験を行った。試験片は 1.5, 10, 60秒で１回転させ、500

時間後に表面皮膜を除去し腐食による重量減少の測定等を行った。 

3. 結果・考察 

水中での試験片表面における水の相対流速と腐食減量の関係を

大気と酸素 5.2%の場合について図１に示す。大気中の場合[1]、交

番浸漬回転と全浸漬回転では異なる流速依存性を示したが、酸素

5.2%においても同様な流速依存性が見られた。相対流速が約 0.02 

m/s（10 秒 1回転）の場合には交番浸漬回転により腐食減量は約 3

倍に増大した。図２には相対流速を約 0.02 m/s とした場合の腐食

減量を気中及び水中の酸素濃度に対して示す。腐食減量は酸素濃

度と共に増大し交番浸漬回転により全浸漬回転の約 3倍となった。

既存研究[2]を参考にすると、交番浸漬回転により気中で形成され

る試験片表面の水膜厚さが酸素の拡散層厚さと同等程度に薄くな

ることにより鋼材の腐食が加速されたと考えられる。 
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図 1 腐食減量と相対流速の関係 

図 2 腐食減量と酸素濃度の関係 
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